平成２４年度　協働事業振返り調査票
協働事業の名称　　生ごみ堆肥化の段ボールコンポスト製作　　
所属名(団体名)　　廃棄物対策課　　　　　　

	振返り項目
	振返り結果
１～５を記入
	コメント（理由、感想、気づいたことなど）

	１－１　協働相手の選定(市)
協働相手を公募しましたか。公募しない場合は、選定理由を明確にしましたか。
	５
	市民協働提案事業として、公募

	１－２　協働相手の選定(団体等)
この事業の協働相手として自分の団体はふさわしい団体でしたか。
	
	

	２　目的の共有
事業の目的・目標を共有しましたか。
	５
	焼却ごみ削減の目標は共有した。

	３　目的・目標の達成
事業の目的・目標は達成できましたか。
	４
	受講者がごみ減量の効果は数値では出ないが、今後も継続的にごみが減量されることとなる。

	４　事業実施中の意見や情報の交換
適宜、意見や情報の交換を行い、必要に応じ協議事項の見直しを行うなど、柔軟に対応できましたか。
	４
	問題があれば、都度話し合いをした。

	総合コメント
　受講希望者が多いことから、今後も講習会は継続して行いたい。講習会では専門的な知識も要求されることから、ＮＰＯとの協働が今後も不可欠だと思われる。



	振返り項目
	振返り結果
１～５を記入
	コメント（理由、感想、気づいたことなど）

	１－１　協働の形態の選択(市)
選択した協働の形態(委託、共催、事業協力、支援・補助)は適切でしたか。
	４
	協働という形で適切であった。

	１－２　協働の形態の選択(団体等)
自らの特性を活かせる連携方法でしたか。
	
	

	２　協働の意義の明確化
協働で実施する必要性やねらいを明確にしましたか。
	５
	焼却ごみ減量のねらいは共有できた。

	３　主体性・自主性の尊重
お互いを理解し、尊重して事業を進めましたか。
	４
	講習会の実施等ＮＰＯの主体性を重んじて事業を行った。

	４　役割と責任の自覚
役割分担や責任の所在が明確でしたか。
	４
	市政だよりの告知や施設との折衝等は市で行い、事業実施の部分はＮＰＯが行った。

	５　協働の成果
協働ならではの成果はありましたか。また、副次的な効果はありましたか。
副次的効果：会員が増えた、会員や職員の育成につながった、新たな事業展開や課題解決方法が見つかった等
	４
	市単独ではわからない堆肥化の専門的な部分や、参加者のアフターケアなどができたのではないか。

	総合コメント
　講習会はＮＰＯが実施し、その他、市政だよりでの告知や施設との折衝は市が行うことで、責任も明確であり、事業自体が円滑に遂行できた。


　この振返りは、協働事業を行った双方が、協働事業への理解を深め、良好なパートナーシップを構築することにより、お互いに成長し、また、よりよい協働事業の発展につなげるために実施するものです。得点の高低や事業の優劣をつけるものではありませんので、率直な意見を記入してください。
１　事業の振返り





２　協働の振返り








